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韓
国
の
貿
易
発
展
と
総
合
商
杜
活
動

．
問
題
の
設
定

　
韓
国
で
は
、
一
九
七
五
年
五
月
に
犬
型
貿
易
専
門
商
社
と
し
て

の
総
合
商
社
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
輸
出
活
動
は
総
含
商
社
へ

の
依
存
度
を
高
め
て
き
た
。

　
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
注
目
し
、
総
合
商
社
形
態
の
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ヅ
ト
が
こ
の
成
果
を
生
み
出
す
か
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　
本
稿
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
民
間
貿
易
が
は

じ
ま
っ
た
一
九
五
三
年
頃
か
ら
総
合
商
社
制
度
が
発
足
す
る
ま
で

の
貿
易
活
動
の
展
開
過
程
を
概
観
す
る
。
そ
の
構
造
的
特
徴
の
分

析
の
中
か
ら
よ
り
能
率
的
な
貿
易
活
動
組
織
と
し
て
の
総
合
商
社

を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
検
討
す
る
。
つ
い
で
総
合
商
社

李

鐘
　
　
尤

制
度
の
発
足
以
後
の
総
含
商
社
へ
の
集
中
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

し
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
総
含
商
社
の
相
対
的
な
優
位
構
造
を
理
論

的
に
体
系
化
し
、
実
証
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

　
　
　
二
　
韓
国
の
貿
易
活
動
の
展
開
と
そ
の
構
造
的
特
徴

　
　
○
　
韓
国
の
貿
易
活
動
の
展
開

　
戦
後
の
韓
国
貿
易
は
一
九
四
六
年
の
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ン
ク
貿

易
」
と
呼
ば
れ
る
、
中
国
商
人
に
主
導
さ
れ
る
対
中
貿
易
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
こ
の
「
ジ
ャ
ン
ク
貿
易
」
時
代
は
一
九
四
七
年
蕃
、

中
国
大
陸
の
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
急
に
衰
退
し
、
つ
ぎ
は
「
マ
カ

オ
貿
易
」
が
開
か
れ
た
。
「
マ
カ
オ
貿
易
」
は
香
港
の
中
国
商
人

が
、
マ
カ
オ
政
庁
か
ら
輸
出
許
可
を
得
て
香
港
の
商
品
を
韓
国
に
売

る
と
い
う
一
種
の
中
継
貿
易
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
韓
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（83）韓国の貿易発展と総合商社潜動

国
側
も
貿
易
協
会
を
発
足
（
一
九
四
六
年
七
月
）
さ
せ
る
等
、
徐

々
に
貿
易
業
界
と
し
て
の
形
態
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

当
時
の
韓
国
の
対
香
港
輸
出
品
は
、
海
産
物
及
び
人
蓼
類
で
あ
り
、

対
香
港
輪
人
品
は
新
聞
用
紙
、
化
工
薬
品
及
ぴ
衣
料
等
で
あ
っ
た
。

　
韓
国
戦
争
に
よ
っ
て
民
間
業
者
に
よ
る
貿
易
活
動
は
一
時
的
に

極
め
て
不
振
な
状
態
に
置
か
れ
た
が
、
休
戦
と
と
も
に
破
壊
さ
れ

た
タ
ン
ク
等
戦
争
残
在
物
の
対
日
輸
出
か
ら
民
間
業
者
の
貿
易
活

動
が
復
活
し
た
。
し
か
し
李
政
権
の
対
日
交
渉
失
敗
に
よ
っ
て
、

日
本
と
の
貿
易
が
中
断
さ
れ
、
こ
の
結
果
貿
易
業
界
は
大
い
に
打

撃
を
蒙
っ
た
が
、
こ
の
事
件
は
韓
国
貿
易
業
界
を
し
て
東
南
ア
ジ

ァ
米
国
及
ぴ
ヨ
ー
回
ヅ
パ
ヘ
目
を
向
け
さ
せ
る
転
機
に
な
っ
た
。

し
か
し
韓
国
貿
易
の
一
犬
転
換
は
、
一
九
六
〇
年
の
朴
政
権
の
登

場
を
契
機
と
し
て
従
来
ま
で
の
輸
入
代
替
化
政
策
か
ら
輸
出
主
導

型
へ
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
起
っ
た
。

　
貿
易
活
動
に
お
い
て
重
要
な
変
化
の
一
つ
は
、
従
来
ま
で
の
海

産
物
、
農
産
物
及
ぴ
鉱
産
物
等
一
〇
〇
パ
i
セ
ン
ト
一
次
産
品
貿

易
か
ら
、
民
間
貿
易
業
者
全
沢
揺
等
の
建
議
（
一
九
六
三
年
）
に

よ
る
「
保
粉
加
工
貿
易
方
式
」
の
導
入
へ
の
転
換
で
あ
る
。
こ
れ

を
奨
励
す
る
た
め
に
、
こ
の
方
式
に
よ
る
輸
出
額
に
対
す
る
輸
入

許
可
権
の
賦
与
及
ぴ
技
術
所
得
の
認
定
等
の
補
完
捲
置
が
と
ら
れ

て
、
保
税
品
取
扱
の
貿
易
業
者
が
急
遠
に
伸
ぴ
、
韓
国
の
貿
易
パ

タ
ー
ン
は
加
工
貿
易
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
パ
タ
ー
ン
の

変
化
は
、
縞
果
的
に
日
本
か
ら
原
材
料
及
ぴ
機
械
類
を
購
入
し
、

こ
れ
を
加
工
し
て
米
国
及
ぴ
ヨ
i
ロ
ヅ
バ
に
輸
出
す
る
貿
易
形
態

を
定
着
さ
せ
た
。
韓
国
貿
易
業
者
の
海
外
支
店
が
米
、
日
に
集
中

し
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
政
府
の
稜
極
的
な
輸
出
奨
励
政
策
に
支
え
ら
れ
、
一
九
六
〇
年

代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
韓
国
の
輸
出
活
動
は
加
工
貿
易

企
業
を
申
心
に
量
的
、
構
造
的
早
い
変
化
を
見
せ
た
が
（
表
－
参

照
）
、
貿
易
活
動
の
能
率
性
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
。

　
⇔
　
韓
国
の
貿
易
活
動
の
構
造
的
特
徴

　
そ
の
一
つ
は
、
韓
国
貿
易
業
界
の
規
模
別
輸
出
実
綬
を
日
本
の

そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
韓
国
の
輸
出
活
動
は
小
規
模
企
業
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
三
年
韓
国
で
は
上
位
一

五
大
貿
易
企
業
の
総
輸
出
に
占
め
る
！
エ
ァ
が
二
二
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
様
な
経
済
発
展
段
階
に
あ
っ
た

と
恩
わ
れ
る
一
九
六
〇
年
の
日
本
で
は
、
上
位
一
〇
大
貿
易
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
輸
出
シ
ェ
ァ
は
四
六
・
八
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
韓
国
の
輸
出
活
動
が
日
本
に
比
べ
て
小
規
模
貿
易
企
業
に
ょ
っ

22？



一橘論叢第90巻第2号（84〕

嚢1韓国の商品別・地域別輸出構造の展開 雌位：百万ドル

196ア　　　　　　　　　　　　　1972 1975

　　　構成比金額　　　　金額　　　（％）
構成比
（％）

　　　構成比金額　（％）

商

品

別

1　次　産　品

軽工業製品
璽化単工業製品

合　　計

88

204．5

2ア．7

320．2

27，5

63．9

8．6

100．O

196．9

1，081．4

345．8

1，624．1

12，2

66，6

21．3

100．0

888．7

2916，0

12ア6．3

5081．0

17，5

57，4

25．1

100．O

　ア　　ジ
地（目

　ヨ　‘　口

　北　米
　（米
域

　南　米
　ア　フ　リ

　大　樺
別其
　　合

　ア
本）

ヅバ
洲

国）

洲

力

洲

他

計

129．1

（84．7）

33．2

146．0

（137，4）

　0

　8，8

　3．0

320．2

40．3

（26．5）

10，4

45．6

（42－9）

0．0

2．7

0．9

100．O

591．0

（407．9）

164．9

827．1

（759．2）

　4，0

　19，9

　15．0

　2．2

1，624．1

36．4　　　2，052．9

（25．1）（1，292－9）

10，2

50，9

46，7

0．3

1．2

0．9

0．1

100．0

　936．7

1，763－4

（1，536．3）

　18．9

　200，5

　86，2

　22．4

5，081．0

40．4

（25－4）

18，4

34．7

（30．2）

0．4

3．9

　1．7

0．5

100．O

（出処）辺衡弄・金潤換綴薯r靱国経済諭」のp・433〕4桝から引用。
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て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
小
規
模
企
業
に
よ
る
小
錐
位
取
引
は
大
単
位
取
引
に
比
べ
て

単
位
当
り
の
海
外
流
通
コ
ス
ト
が
よ
り
高
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

国
際
競
争
カ
を
低
下
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。

　
そ
の
二
は
、
貿
易
企
業
の
生
態
が
日
本
の
場
合
七
〇
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
が
貿
易
専
門
商
社
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
で
貿

易
に
従
事
す
る
企
業
の
う
ち
、
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
製
造

活
動
と
流
通
活
動
を
兼
わ
る
、
い
わ
ぱ
貿
易
非
専
門
企
業
で
あ

る
o　

以
上
の
よ
う
に
韓
国
貿
易
企
業
の
主
要
な
特
徴
と
し
て
貿
易

企
業
の
小
規
模
性
及
び
貿
易
活
動
の
非
専
門
性
を
指
摘
で
き
る

が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
輸
出
支
援
政
策
の
運
用
と
関
連
す
る
。

す
な
わ
ち
従
来
ま
で
の
輸
出
政
策
は
、
個
別
的
な
輸
出
行
為
が

経
済
的
採
算
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
を
問
わ
ず
、
輸
出
さ
え
行

わ
れ
れ
ぱ
、
当
該
貿
易
企
業
の
そ
の
輸
出
分
に
対
し
て
、
金
融

及
び
税
制
品
の
優
遇
措
置
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
輸
出
に
リ
ン
ク
し
て
輸
入
権
が
与
え
ら
れ
た
の
で
零
細
製
造

企
業
さ
え
も
直
接
貿
易
活
動
を
行
う
誘
因
が
大
き
か
っ
た
。

　
第
三
の
問
題
点
は
、
貿
易
企
業
規
模
の
小
規
模
性
か
ら
派
生

す
る
も
の
だ
が
、
貿
易
活
動
に
不
可
欠
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
未

鯛2



（85）　韓国の貿易発展と総合商社活動

整
傭
、
さ
ら
に
は
そ
の
偏
重
的
な
分
布
で
あ
る
。
表
2
の
韓
・
日

貿
易
企
業
の
海
外
支
社
網
比
較
に
示
す
よ
う
に
、
韓
国
貿
易
企
業

の
海
外
支
社
数
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
ぱ
か
り
で
な
く
、

そ
の
分
布
も
米
．
臼
両
国
に
偏
っ
て
い
る
。
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
未

整
備
な
た
め
に
、
韓
国
の
相
当
数
の
貿
易
企
業
は
特
定
外
国
バ
イ

ヤ
ー
を
通
じ
た
間
接
貿
易
形
態
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
と

表2韓・日貿易企業の海外支店網の比較

地　　　　域　　韓国（構成比）
　　　　　　　　（1974）

目本（構成比）
　（1973）

東南アジア
北

欧

中

ア

中

其

米

フ　　リ

洲

洲

東

力

米

他

248社（41．3％）

219

73

25

15

14

7

（36．4）

（12－1）

（4．2）

（2．5）

（2．3）

（1．2）

938社（33一秘）

697

489

105

140

224

29ξ

（24．9）

（17．5）

（3．8）

（5．O）

（8．0）

（10．6）

計　　601　（ユ00・O）、2，799（100．O）

（出処）染襯「我が国輸出貿易商社の現況と鮒る聯」のp．9か

　　ら引用〔高麗犬学校経営犬学院硯士（修士）学位提出諭文
　　（19ア6）．易…；着暑毫〕o

こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
依
存
体
制
に
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
間
題
点
が
あ
っ
た
。

　
ω
一
バ
イ
ヤ
ー
に
多
数
の
零
紬
輸
出
企
業
が
殺
到
す
る
過
当
競

争
を
引
き
起
し
、
他
方
最
終
需
要
者
と
直
接
つ
な
が
ら
な
い
弱
点

の
故
に
、
バ
イ
ヤ
ー
が
提
示
す
る
取
引
条
件
が
不
満
で
も
、
応
ぜ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
㈲
つ
ぎ
は
、
一
九
六
〇
年
代
末
期
か
ら
先
進
国
を
中
心
に
保
謹

貿
易
主
義
的
傾
向
が
現
わ
れ
て
き
た
際
に
も
、
独
自
の
現
地
流
通

径
路
を
持
た
な
い
韓
国
貿
易
企
業
は
、
韓
国
産
晶
輸
入
制
隈
に
対

し
て
適
切
な
対
策
を
取
れ
な
か
っ
た
。

　
㈹
輸
出
取
引
の
附
帯
費
用
が
少
額
取
引
故
に
敢
引
単
位
当
り
過

大
に
な
り
、
取
引
が
成
立
し
に
く
く
、
諦
め
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

ズ
が
多
か
っ
た
。

　
そ
の
四
は
、
輸
出
依
存
型
重
化
学
工
業
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く

に
つ
れ
て
新
商
品
の
輸
出
化
の
た
め
の
積
極
的
な
輸
出
広
告
活
動

が
要
講
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
貿
易
企
業
規
模
の
零
紬
性
故
に
不
活

発
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
輸
出
市
場
の
米
・
日
偏
重
（
六
〇
～
七
〇
バ
ー
セ
ン

ト
）
の
故
に
米
．
日
市
場
の
需
要
条
件
、
競
争
条
件
及
ぴ
輸
入
政

策
の
変
化
等
に
大
い
に
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
上
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表3　韓国における総合商社の指定要件1）

1975　　　　　　　1976 197ア ユ9ア8

021．5

100 前年総輸出実
績の2％以上

051

1010

資本金（10億ウオン）

年間輸出実績
（100万ドル）

100万ドル以上の輸
出品目数

100万ドル以上の輸
出相手国数

海外支社の数2）

企　業　公　開

特殊地域輸出

1．0

50

　　　7
（50万ドル以上）

　　　10

10

20b

20∬

要公開

20

要公開

①輸出実績
　中東＝15％
　中南米＝3％
　アフリカ＝3％
②支店
　中東，中南米，ア
　7リカ各2店以上

1）総合商社の指定要件は年｛緩和される傾向を見せる。

2）19η年以後米国及ぴ日本については，2店以上あっても2店とみなす。

（出処）韓国貿易協会。

げ
ら
れ
る
。三

　
韓
国
に
お
け
る
商
社
活
動
の
集
中
化
傾
向
と

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
○
　
商
社
活
動
の
集
中
化
傾
向

　
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
韓
国
貿
易
企
業
の
貿
易
活
動
は

一
九
七
〇
年
代
半
ま
で
外
国
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
依
存
か
ら
抜
け
出
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
韓
国
の
産
業
構
造
が
高
い
海
外
需
要
を
考
慮

し
た
重
化
学
工
業
化
を
指
向
す
る
に
つ
れ
、
、
従
来
ま
で
の
非
能
率

的
な
海
外
流
通
体
制
で
は
ど
う
し
て
も
新
し
い
要
求
に
対
応
で
き

な
く
な
り
、
こ
こ
に
新
し
い
型
の
輸
出
流
通
機
構
と
し
て
一
九
七

五
年
に
総
合
商
社
の
発
足
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
韓
国
に
お
け
る
総
合
商
社
と
い
う
の
は
、
日
本
の
総
合
商
社
を

そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
が
、
表
3
の
総
合
商
社
の
指
定
要
件
及

ぴ
設
立
趣
旨
を
中
心
に
韓
国
の
政
策
当
局
に
よ
る
総
合
商
社
の
育

成
方
向
を
見
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
財
閥

の
貿
易
部
で
は
な
く
、
生
産
部
門
か
ら
独
立
し
た
貿
易
専
門
商
社

的
性
格
を
持
っ
よ
う
に
し
、
つ
ぎ
は
巨
大
な
資
金
カ
に
支
え
ら
れ

る
貿
易
活
動
の
大
型
化
を
誘
導
し
、
ま
た
は
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
等
、
従
来
韓
国
商
品
輸
出
活
動
が
不
活
発
で
あ
っ
た
地
域
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を
中
心
に
ネ
ヅ
ト
・
ワ
ー
ク
網
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輸

出
市
場
多
角
化
の
先
導
役
の
役
割
を
期
待
し
、
さ
ら
に
は
多
商
品

を
取
扱
わ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
輸
出
商
品
の
多
様
化
を
促
進
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
o

表4韓国総合商社の輸出増カ回寄与率の変化

　　　　　　　　　　　　　　　（単位1ユ00万ドル，％〕

年

　　1976

　　19η

　　19ア8

　　1979

1980（1－6月）

　　輸　出　増　カロ分

総　　　計　　　総合商社
　（1）　　　　　（2）

2．688

2．359

2．239

2．343

1．206

849

1．088

1．263

1．498

1，069

輸出増加寄与率

（2）κ1）（％）

31，6

46，1

53，5

63，9

88．6

（出処）輔国貿易協会。

　
こ
の
よ
う
な
役
割

を
果
し
う
る
総
合
商

社
を
育
成
す
る
た
め

に
金
融
、
税
制
及
び

為
替
の
運
用
等
の
面

で
諸
優
遇
措
置
が
取

　
＾
3
）

ら
れ
た
。

　
こ
の
総
合
商
社
育

成
策
の
実
施
に
従
っ

て
一
九
七
五
年
に
は

三
星
、
大
宇
、
双
竜
、

国
際
及
ぴ
韓
一
合
繊

が
、
一
九
七
六
年
に

は
高
麗
、
暁
星
、
半

島
、
鮮
京
、
三
和
及

ぴ
錦
湖
が
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

一
九
七
七
年
に
は
現
代
が
各
各
総
合
商
社
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
総
合
商
社
の
発
展
を
中
心
に
韓
国
の
海
外
流
通
経
路
は

急
速
に
改
編
さ
れ
た
。
こ
の
関
係
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

　
韓
国
に
お
け
る
貿
易
企
業
の
類
型
を
大
ま
か
に
分
類
す
れ
ぱ
、

総
合
商
社
、
大
メ
ー
力
1
に
よ
る
商
社
活
動
、
中
小
メ
ー
力
i
の

商
社
活
動
及
び
中
小
貿
易
専
門
商
社
等
四
つ
に
な
る
。
そ
れ
に
総

合
商
社
の
発
足
以
後
も
韓
国
商
品
の
輸
出
活
動
に
お
い
て
事
実
上

無
視
で
き
な
い
比
璽
を
占
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
日
本
の
総
合
商

社
で
あ
る
。
韓
国
に
お
い
て
外
国
商
社
に
よ
る
直
接
的
な
貿
易
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

動
が
最
近
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
日
本
総
合
商
社
は
上
記

の
韓
国
の
諸
類
型
の
貿
易
商
社
と
継
続
的
、
な
い
し
一
時
的
契
約

の
下
で
対
外
の
、
あ
る
い
は
第
三
国
へ
の
貿
易
を
斡
旋
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
諸
類
型
の
貿
易
企
業
の
輸
出
活
動
を
一
九
七
五
年

か
ら
一
九
八
○
年
に
か
け
て
観
察
す
れ
ぱ
、
総
合
商
社
の
輸
出
シ

ェ
ァ
が
一
九
七
五
年
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
台
・
か
ら
一
九
八
○
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

四
〇
バ
ー
セ
ン
ト
水
準
ま
で
急
伸
張
を
示
し
た
。
こ
れ
は
表
4
に

示
す
よ
う
に
韓
国
総
輸
出
増
加
の
印
て
総
合
商
社
の
寄
与
分
が
加

速
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
帰
因
す
る
。

　
こ
こ
で
韓
・
日
の
各
々
の
総
合
商
社
の
存
り
方
の
差
異
を
簡
単

に
指
摘
し
て
見
れ
ぱ
、
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衰5韓・日の総合商社の規模比較

　
）
菱

　
度

本
年

計
三

目
。
会
社
均

　
9
6

　
G
1
2
平

　
）
　
　
　
）

度
塾

本
年

　
　
三

　
計

　
会

　
　
9
均

日
飛

　
9
位
平

　
G
上
社

　
　
1
）

　
　
宇

国
）

　
9
　
大

　
9
7乳

鵯

　
　
上
社

1〕海外支社の数

2〕海外職員の数2）

3〕総売上高（百万ドル）3）

4〕支社当り売上高（百万ドル）3）

51職貝当り売上高（百万ドル）3）

　29

　51

561

19．3

5．2

　　56

　116
1．120

20．4

　　43

　　103

　　647

11．955

116，1

　18．5

　　138

　　873

21．314

154，4

　24．4

　41

189

411

10，0

2．2

55

308

871

15．8

2，8

（出処）Hiro111舶Kohom乱＆Ippei　Ya㎜a別wo，“Gem畑1丁胞di日g　Co皿panies且nd　tlユe
　　　　E五p旦nsio口of　Fomlg口丁胞de、”　「conferenoe　on　Jap旦n’s　Ei5t0fioal　Develop㎜ent

　　　　1≡：■pefienoe日皿d　th嗜Co口tempo町Deve工oping　Countri巳s」1982．1I，D．C．

1）大宇・三菱は翰日て年売上商基準最大商社で．あ札

2）現地職貝除外。韓国の数値ほ19η年の数倣てある。

3〕翰国の数個は輸出のみ。反函目本は輪出、輸入及ぴ第3国貿易を舎む。

　
ω
ま
ず
そ
の
売
上
高
構
成
が
日
本
総
合
商
社
は
国
内
取
引
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
取
引
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
二
〇
バ
ー
セ

ン
ト
及
ぴ
三
国
閲
取
引
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
韓
国
総
合
商
社
は
そ
の
九
〇
バ
ー
セ
ン
ト
が
輪
出
取
引
で

占
め
ら
れ
る
ぐ
ら
い
も
っ
ぱ
ら
輸
出
需
要
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て

い
る
。

　
㈹
日
本
総
合
商
社
が
流
通
活
動
の
み
に
尊
念
し
て
い
る
か
ら
ど

ん
な
メ
ー
力
ー
と
も
割
合
無
差
別
的
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
韓
国
総
含
商
社
は
ま
だ
流
通
活
動
と
製
造
活
動
を
兼

ね
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
自
社
製
品
優
先
的
な
流
通
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　
㈹
表
5
を
中
心
に
商
社
の
規
模
を
比
較
し
て
見
る
と
、
商
社
活

動
の
地
理
的
範
囲
を
隈
定
す
る
と
恩
わ
れ
る
海
外
支
社
網
が
韓
国

総
合
商
社
の
場
合
に
は
日
本
の
二
八
バ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
く
、

し
か
も
各
支
社
当
り
職
員
の
数
も
韓
国
が
日
本
の
八
バ
ー
セ
ン
ト

と
は
る
か
に
小
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
そ
の
分
海
外
流
通

活
動
は
劣
等
な
も
の
に
な
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
韓
国
総
合
商
社

平
均
の
売
上
額
は
日
本
の
五
バ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
支
社

当
り
及
ぴ
職
員
当
り
の
売
上
額
も
各
々
一
七
バ
i
セ
ン
ド
、
．
二
八

パ
ー
セ
ン
ト
と
は
る
か
に
落
ち
て
い
る
。
こ
の
よ
ヶ
に
韓
国
総
合
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商
杜
は
日
本
の
そ
れ
に
比
べ
て
極
め
て
小
規
模
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
韓
国
の
方
が
経
済
規
模
に
比
べ
て
総
合
商
社
の
数
が
多
く
、
ま

た
活
動
分
野
の
狭
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

　
⇔
集
中
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
韓
国
貿
易
活
動
の
総
合
商
社
へ
の
集
申

は
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
為
し
遂
げ
ら
れ
た
か
。
そ

れ
は
つ
ぎ
の
三
つ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
総
合

商
社
は
そ
の
よ
り
整
備
さ
れ
た
組
織
網
に
よ
り
新
市
場
へ
の
浸
透

が
相
対
的
に
容
易
で
あ
っ
た
。
つ
芽
に
総
合
商
社
は
そ
の
属
す
る

財
閥
傘
下
企
業
の
重
化
学
工
業
製
品
を
輸
出
化
さ
ぜ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、
新
製
品
の
輸
出
化
へ
の
働
き
を

強
化
さ
せ
た
。
ま
た
中
小
企
業
と
の
系
列
化
を
拡
大
さ
せ
、
そ
れ

を
輪
出
企
業
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
小
企
業
製
品
の
輸
出
拡

大
に
努
カ
し
た
。
も
ち
ろ
ん
総
合
商
社
の
輸
出
増
大
の
中
に
は
他

類
型
の
商
社
の
既
存
輸
出
市
場
を
蚕
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
大

さ
せ
た
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
そ
の
各
々
を
詳
し
く
見
よ
う
。

　
1
　
総
合
商
社
の
ネ
ツ
ト
ワ
ー
。
ク
の
拡
大
と
、
新
市
場
の
開
拓

　
海
外
支
社
の
主
要
業
務
を
大
別
す
れ
ば
、
現
地
で
の
輸
出
品
販

売
、
迅
速
な
輸
出
情
報
収
集
及
ぴ
輸
入
業
務
に
分
類
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

こ
れ
ら
の
業
務
は
現
地
で
や
る
方
が
は
る
か
に
有
利
で
あ
る
。
ネ

ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
は
そ
の
分
輸
出
増
大
に
寄
与
す
る
と
思
う
。

総
合
商
社
の
指
定
要
件
の
一
つ
と
し
て
中
南
米
及
び
ア
フ
リ
カ
等

新
市
場
へ
の
海
外
支
社
設
立
（
各
二
店
以
上
）
を
義
務
づ
け
て
い
．

る
の
は
総
合
商
社
に
よ
る
こ
れ
ら
新
市
場
で
の
一
層
の
輸
出
増
大

努
力
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
期
待
は
実
際
に
満
さ
れ
た

か
。

　
表
6
は
韓
国
貿
易
企
業
全
体
と
総
合
商
社
の
地
域
別
の
海
外
支

社
分
布
及
び
輸
出
実
績
分
布
を
各
々
対
比
し
て
い
る
。
こ
の
比
較

で
明
ら
か
至
う
に
総
合
商
社
の
海
外
支
社
シ
エ
ア
一
恥
一
が
高

い
地
域
ほ
ど
、
総
合
商
社
の
輸
出
実
綬
シ
エ
ア
一
叩
一
美
き
い
。

す
な
わ
ち
韓
国
の
貿
易
商
社
に
と
っ
て
既
成
の
輸
出
市
場
で
あ
る

北
米
及
び
ア
ジ
ァ
地
域
に
比
べ
て
、
新
開
の
中
近
東
、
南
米
及
び

ア
フ
リ
カ
市
場
で
総
含
商
社
の
進
出
が
よ
り
顕
著
に
現
わ
れ
、
そ

の
関
係
を
反
映
し
て
同
地
域
で
の
総
合
商
社
の
輸
出
占
有
度
も
他

地
域
に
比
べ
て
高
い
。
こ
れ
は
総
合
商
社
の
海
外
支
店
網
拡
充
に

よ
る
新
市
場
開
拓
の
成
果
と
見
な
し
う
る
。

　
2
　
重
化
学
工
業
製
品
の
輸
出
化

　
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
政
府
に
よ
る
重
化
学
工
業
化
宣
言
に
し

た
が
っ
て
韓
国
の
主
要
財
閥
は
政
策
当
局
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
　
湖
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表6地域別の海外支社分布及び輸出実績分布

　地域別海外支社
1塞墓諜総合商杜。（。∫・）

　　　　　（B）
（A）

319個社
（161）

　459
（440）

　127
　（57）

　170
　56
　25
　26

63個社
（19）

　48
（38）

　50
（13）

　44

　25

6
15

19．7％

（1L8）

10．5
（8，6）

39．4

25，9

44．6

24，0

57．ア

　　地域別輸出実繍
塞墨墓髭総簡社・（・／・）

　　（C）

5，O03百万ドル
　（3，353）

　　4，フ61．5

　（4373．9）

　　1，580．8

2，843－3

6，354－8

　20i．1

　313．6

1，412．5
（ア21．ア）

1，583．5

（1，427，1）

　6η

948．1

180，2

68．0

232．7

28．2％

（21．5）

33，3
（32－6）

42．8

33，3

50，8

33，8

74．2

貿
全
）

　
C

国
業
（

翰
企

地
貿
全
幻

　
国
業
（

　
韓
企

ア　　ジ　　ア

（日　　本）

北アメリカ洲
（米　　国）

中　近　東
（サ　ウ　ジ）

昌一ロヅバ

南アメリカ

犬　洋　洲
ア　フ　リ　カ

33．95，115．O15，055－521．21521182計

（出処） 韓国貿易協会目

　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

金
融
的
、
税
制
的
誘
因
を
求
め
て
い
ろ
い
ろ
の
重
化
学
分
野
に
進

出
し
た
。
と
こ
ろ
が
韓
国
の
国
内
市
場
の
狭
さ
等
に
よ
っ
て
韓
国

の
重
化
学
工
業
化
は
は
じ
め
か
ら
輸
出
需
要
依
存
的
性
格
を
帯
ぴ

た
が
、
総
合
商
社
が
そ
の
輸
出
化
の
機
能
を
担
当
し
た
。
こ
う
し

て
総
合
商
社
は
財
閥
内
部
か
ら
の
要
請
及
び
金
融
、
税
制
面
の
支

援
に
よ
っ
て
、
重
化
学
工
葉
品
の
輸
出
化
に
重
点
的
に
流
通
活
動

を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
表
7
に
見
る
よ
う
に
重
化
学
工
業
品
分

野
で
総
合
商
社
の
相
対
的
優
位
を
は
っ
き
り
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
農
産
物
、
水
産
物
及
び
繊
維
類
等
い
わ
ゆ
る
韓
国
の
伝

統
的
輸
出
品
に
お
け
る
総
合
商
社
の
輸
出
シ
ェ
ア
に
比
べ
て
、
重

化
学
工
業
品
に
お
け
る
総
合
商
社
の
輸
出
シ
ェ
ア
が
明
ら
か
に
高

く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

　
3
　
中
小
企
業
の
系
列
化

　
政
策
当
局
は
総
合
商
社
に
低
利
資
金
の
支
援
を
増
す
と
同
時
に

総
合
商
社
に
よ
る
印
小
企
業
の
系
列
化
を
促
進
し
て
き
た
。
総
合

商
杜
に
と
っ
て
も
総
合
商
社
の
資
格
維
持
と
中
小
企
業
製
晶
輸
出

増
大
の
両
面
か
ら
系
列
化
努
カ
を
行
っ
た
。
同
政
策
の
無
理
な
強

行
に
よ
っ
て
総
合
商
社
と
中
小
企
業
の
間
に
対
立
が
生
ず
る
等
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

ろ
い
ろ
副
作
用
が
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
系
列
化
は
進
展
し

た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
総
合
商
社
の
中
小
企
業
へ
の
経
営
指
導
、
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表7総合商社の品目別輸出シェア比較（19ア9年）

品目別韓国全体
の輸出　（A）

1）農産物　518．9百万ドル
2）水　産　　物

3）鉱　産　物
4）工　産　　品　
｛　重化学工業品

　軽工業　品　
｛　繊　　維　　類

　そ　の　ほ　か

　855．5

　110，6

13，5アO．5

11：llll

l：llll：

ユ5，C55．1

総合貿易商社の
輸出　（B）

　89．8百万ドル

111，4

　ユ1．3

4，889．5

2，4ユ4．9

2，474．6

1，343．2

1，131．4

5，102

（出処）韓国貿易協会。

A／B

17，3

13，0

10，2

36，2

39，8

33，0

29．8

3ア、6

33．9

資
本
参
加
、
生
産
資
金
の
融
資
及
ぴ
原
資
材
供
給
の
強
化
と
な
っ

て
現
わ
れ
た
。
系
列
化
資
金
は
一
九
七
六
年
に
は
八
三
九
企
業
に

対
し
て
六
九
七
億
ウ
ォ
ン
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
七
七
年
に
は

一
、
三
…
二
企
業
に
一
、
二
八
二
億
ウ
ォ
ン
支
給
す
る
等
年
々
増
加

　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
総
合
商
社
の
中
小
企
業
製
晶
の

取
扱
比
重
が
一
九
七
六
年
の
二
一
・
○
バ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
七

七
年
の
二
七
・
八
バ
ー
セ
ン
ト
ヘ
増
加
し
た
。

四
　
総
合
商
社
の
経
済
性
と
そ
の
実
証

　
以
上
の
よ
う
に
総
合
商
社
の
発
足
以
来
韓
国
の
貿
易
活
動
は
早

い
速
度
で
総
合
商
社
へ
の
集
中
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
他
商
社
形
態
に
比
べ
た

総
合
商
社
形
態
の
相
対
的
優
位
性
に
起
因
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

そ
の
優
位
性
は
総
合
商
社
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
に
よ
る
も
の
か
。

　
上
述
し
た
よ
う
に
韓
国
の
政
策
当
周
に
よ
る
総
合
商
社
の
育
成

方
向
は
巨
大
な
資
金
力
を
持
つ
、
大
型
の
、
多
品
目
取
扱
、
多
市

場
指
向
の
貿
易
専
門
商
社
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
育
成
方
向
の
設

定
は
日
本
の
総
合
商
社
の
成
功
例
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
1
か

く
し
て
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
要
素
を
総

合
商
社
の
経
済
性
と
し
て
提
起
で
き
る
。
す
な
わ
ち
貿
易
専
門
企
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業
の
経
済
性
、
大
規
模
商
社
の
経
済
性
及
ぴ
総
合
化
の
経
済
性
が

そ
れ
で
あ
る
。
貿
易
尊
門
企
業
の
経
済
性
と
は
特
化
の
利
益
の
実

現
を
、
大
規
模
商
社
の
経
済
性
と
は
規
模
の
経
済
の
実
現
を
、
ま

た
総
合
化
の
経
済
性
と
は
危
険
分
散
及
ぴ
遊
休
資
源
の
有
効
利
用

の
実
現
を
意
味
す
る
。

　
以
下
各
仮
設
の
論
理
的
正
当
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
れ
を
実

証
し
よ
う
。
実
証
の
基
礎
資
料
は
三
種
類
の
貿
易
企
業
（
総
合
商

社
、
大
規
模
輸
出
企
業
及
び
中
小
輸
出
企
業
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
＾
旭
）

調
査
で
あ
り
、
上
述
の
三
つ
の
仮
設
を
実
証
で
き
る
よ
う
に
設
問

を
作
成
し
た
。
韓
国
で
は
一
部
総
合
商
社
も
な
お
メ
ー
力
－
兼
業

で
あ
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。
調
査
企
業
数
は
総
合
商
社
は
金
数
、

大
規
模
輸
出
企
業
と
中
小
輸
出
企
業
は
可
能
な
隈
り
営
業
活
動
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
甘
）

数
が
長
い
も
の
を
選
ん
だ
。
各
級
別
商
社
の
平
均
的
規
模
を
見
る

と
、
総
合
商
社
は
従
業
員
一
九
七
四
名
及
び
年
取
引
額
三
二
九
、

二
九
八
百
万
ウ
ォ
ン
で
あ
り
、
大
規
模
輸
出
企
業
は
従
業
員
二
〇

二
五
名
及
ぴ
年
取
引
額
五
九
、
八
四
二
百
万
ウ
ォ
ン
で
あ
り
、
ま

た
中
小
輸
出
企
業
は
従
業
員
二
：
ハ
名
及
ぴ
年
取
引
額
二
、
二
八

七
百
万
ウ
ォ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
上
述
の
基
準
で
選
ぷ
と
、
中
小

輸
出
企
業
は
結
果
的
に
下
請
型
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
申
小
型

商
社
と
し
て
の
貿
易
活
動
の
特
徴
が
明
ら
か
に
現
わ
れ
に
く
い
と

い
う
弱
点
を
持
つ
。
調
査
資
料
は
一
九
七
九
年
の
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
場
合
一
九
七
八
年
の
資
料
を
追
加
し
た
。
調
査
表
の
回
収

は
総
合
商
社
七
、
大
規
模
輸
出
企
業
一
〇
、
及
び
中
小
輸
出
企
業

二
六
に
な
っ
て
い
る
。
回
収
調
査
表
の
中
で
も
各
設
問
に
よ
っ
て

は
回
収
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
回
収
さ
れ
た
分
だ
け
に
よ

っ
て
分
析
す
る
。
詳
し
い
分
析
は
後
述
す
る
が
、
理
解
の
便
宜
の

た
め
に
分
析
の
枠
組
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ぱ
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
○
貿
易
専
門
企
業
の
経
済
性

　
総
合
商
社
の
諸
特
性
の
中
で
貿
易
専
門
性
と
い
う
側
面
は
韓
国

輸
出
企
業
の
従
来
の
生
産
活
動
と
流
通
活
動
と
の
未
分
離
状
態
を

分
離
さ
せ
、
そ
の
各
々
の
機
能
を
専
門
化
さ
せ
る
、
い
わ
ば
機
能

的
分
業
を
促
進
さ
せ
る
結
果
に
な
る
。
こ
の
経
済
性
は
呉
体
的
に

つ
ぎ
の
二
つ
の
関
係
で
捕
捉
さ
れ
る
。

　
そ
の
一
は
、
財
閥
企
業
の
対
外
窓
口
的
役
割
か
ら
で
あ
る
。
韓

国
で
財
閥
傘
下
の
各
個
別
企
業
は
そ
の
成
長
過
程
で
個
別
的
に
生

産
活
動
と
流
通
活
動
を
や
っ
て
き
た
が
、
財
閥
傘
下
の
対
外
諸
活

動
を
ま
と
め
て
や
る
と
い
う
意
味
の
総
合
商
社
型
流
通
専
門
組
織

の
発
足
は
人
的
資
源
を
合
ん
だ
海
外
流
通
活
動
に
伴
う
諸
資
源
を

集
中
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
能
率
的
利
用
を
可
能
に
し
、

取
引
規
模
も
よ
り
経
済
的
規
模
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
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総合商社の総済性

経済性の源泉 仮　　設　　No、 実　’証　デ　　　タ

1一貿易専門企業の経済性
（特化の利益）

I乱（流通部門の割合大） 表8①（流通部門従業員：
金従業員比率）

Ib（流通部門の高流通専
門人カの確保）

②（大卒従業員1全従
業員の比率）

2．大規襖商社の経済性

（1）大単位商社のスケー II乱（業務の分化） 表9各商社の係単位の数
ルメリヅト IIb（業務処理の機械化） 資料不備（作業過程の短縮

化比鮫）

II。（労働カの節約化） 表10（全従業員：総資本比
率）

（2）大規模取引の経済性 IId（流通経費の節約） 表11①（流通経費：総取引
額比率）

情報蒐集の優位性 II日（情報蒐集費の節約） ②（情報蒐集費：総取
引額比率）

販売促進活動の能率 IIf（広告活動の合理性）
化

③（広告費：総取引額
比率）

（3）金融上の有利性 II雷（資金調達カとコスト　節約）

表！2（借入金：自己資本比
率）

3．総合化の総済性
（1）多角化の合理性 III乱（比較優位構造変化に 資料不備

伴う人的配置）

IIIb（貿易緒合度変化に伴 ”

う人的配置）

III。（取扱商晶の多様化） 表13（取扱商晶の数）

（2）系列化の成果 md（系列化の促進） 本文説明（系列化資金の比
較）

4一政策面の優遇 IV凪（政策金融の調達カ） 資料不備（政策金融：総借
入金比率）

IVb（政策的参入障壁の形
成）

本文説明（広告費の規模）

の
よ

う
に

商
社
が
よ

り

流

る 活　に資れ　と
動　よ　本た　に
を　つ　を　海　な

実て生外　る
現　よ　産．流　と

で　り　部通同
き　能門部時
る率に門に
か的廻へ　’
ら　な　すの節
で生　こ投約
あ産　と　下　さ

流こ活．較わ
通　と　動劣　ち
サ　に　を　位輸
1　よ　総部　出
ビ　つ合門　中
ス　て　商　で小

を　’社あ企
も　よ　に　る　業
ら　り　ま　海は

え優か外そ
る　れせ流の
こ　た　る　通比

を　の　せ通兼　ま　中
期　資　る　活　ね　で　小　そ

す源と動て生企の
る配いをき産業二
　　分っ総た活のは
と的　合が動貿’
に次と商’と易韓
な元は社そ流活国
るで国にの通動に
　　効民代中活はお
す率経行で動従け
な性済さ流を来る
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表8　貿易専門企業の経済性に対する規模別分布

総合商社

①工㎜μτ1）

大型輸出　中小輸出　　　　　　　　　　総合商杜企　　業　　企　　業

②一乙。腕μT2）

大型輸出
企　　業

中小翰出
企　　業

11

13

1
　
　
2

3
　
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1

　　　一　　　■　　■　　一　　一　■　一　一　一’■■

1
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1

泌

1
　
　
1

4
　
　
2

2
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
1

10％未満

10－20

20…30

2
　
　
1

30川

40～

50～

60川

70～

80H

40

50

60

ア0

80

90

90川100

1

妬

％433％

合　　計
30％以上企
業の比率

7
71％

10　　　　　26

20％　　　　0％

6
67％

1）工肌　各商社の全従棄貝の中てマケーティング要員。すなわち営薬部職員を指す

　　加：各商社の全従葉貝。

2〕工。珊　各商祉の流通専門人カを意味するがここ刊t各商社の犬卒者の数在示す。

（出処）李鐘允「鞠国貿易商社実態調査」ユ991年9月（未発表旗料）、

通
専
門
化
さ
れ
れ
ぱ
以
上
で
上
げ
た
よ
う
な
経
済
性
を
実
現

で
き
る
。
そ
れ
で
は
韓
国
の
諸
商
社
形
態
の
中
で
総
合
商
社

が
よ
り
流
通
専
門
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

　
仮
設
－
且
全
従
業
員
の
中
で
流
通
部
門
従
業
員
の
占
め
る
比

率
が
高
け
れ
ぱ
、
そ
の
商
社
は
よ
り
流
通
専
門
化
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

　
仮
設
1
b
全
従
業
員
に
占
め
る
大
卒
者
の
比
率
が
高
け
れ
ぱ
、

そ
の
商
社
は
流
通
部
門
従
業
員
の
中
で
流
通
専
門
家
の
比
率

　
　
　
　
．
　
＾
珀
）

も
高
い
と
い
え
る
。

　
表
8
は
各
商
社
グ
ル
ー
プ
別
に
貿
易
専
門
企
業
化
の
程
度

を
示
す
指
標
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
評
価
の
基
準
と

し
て
①
貿
易
専
門
企
業
化
の
比
率
、
及
び
②
高
級
流
通
人
力

の
比
率
が
三
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
商
社
の
数
を
比
較
す

れ
ぱ
、
表
8
の
最
下
欄
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
総
含
商
社
の
方

が
他
商
社
形
態
に
比
べ
て
よ
り
貿
易
専
門
企
業
化
さ
れ
、
ま

た
は
よ
り
専
門
化
し
た
人
的
資
源
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
は
総
合
商
社
の
相
対
生
産

性
を
高
め
る
よ
う
に
働
く
と
恩
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
這
）

　
H
大
規
模
商
社
の
経
済
性
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規
模
の
経
済
性
と
は
製
造
活
動
に
お
け
る
大
量
生
産
体
制
に
よ

る
単
位
費
用
引
下
げ
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
延

長
的
概
念
と
し
て
商
社
活
動
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
も
犬
規
模

取
引
の
実
現
に
よ
る
流
通
費
用
引
下
げ
の
形
態
で
表
現
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
側
面
が
大
規
模
商
社
の
経
済
性

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
か
。
そ
れ
は
大
体
つ
ぎ
の
五
つ
の

分
野
に
築
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

　
○
大
単
位
商
社
の
経
済
性

　
○
大
規
模
取
引
の
経
済
性

　
○
情
報
蒐
集
の
経
済
性

　
○
大
規
模
販
売
促
進
活
動
の
優
位
性

　
○
金
融
活
動
の
経
済
性

等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
1
　
大
単
位
商
社
の
経
済
性

　
商
社
規
模
が
大
型
化
す
る
に
つ
れ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
可
能
性
が

拡
大
さ
れ
る
。

　
　
ω
業
務
の
種
類
を
細
分
化
さ
せ
、
そ
の
各
々
を
専
門
化
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
分
業
の
利
益
を
生
か
す
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
適
材
適
所
の
配
置
を
実
現
で
き
る
。
ま
た
取
扱
商
品

の
担
当
を
細
分
化
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
各
々
の
商
品
特

性
に
適
合
し
た
流
通
活
動
を
展
開
で
き
る
。

　
　
㈹
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
作
業
過
程
短
縮
的
機
械
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間
的
、
金
銭
的
節
約
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。

　
　
㈹
咋
小
商
社
が
手
紙
等
を
利
用
し
て
海
外
購
買
者
を
確
保
す

る
の
に
対
し
て
、
大
型
蘭
社
は
高
性
能
テ
レ
ヅ
ク
ス
の
よ
う
な
、

単
一
工
程
で
の
大
量
業
務
処
理
機
械
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

同
じ
業
務
を
は
る
か
に
能
率
的
に
処
理
で
き
る
。
こ
の
と
き
労
働

カ
節
約
も
伴
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
総
含
商
社
の
方
が
こ
れ
ら
の
大
単
位
商
社
の
利
益
を

得
て
い
る
こ
と
を
ど
う
証
明
す
る
か
。

　
仮
設
皿
商
社
の
組
織
が
よ
り
紬
分
化
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
商
社
活

動
に
お
け
る
分
業
の
利
益
を
高
め
る
。

　
仮
設
皿
連
続
的
業
務
の
機
械
化
に
よ
る
短
縮
化
が
、
ま
た
は
特

定
業
務
の
大
量
処
理
化
が
進
む
ほ
ど
、
大
単
位
商
社
の
経
済
性
が

高
く
な
る
。

　
　
　
○

　
仮
設
n
従
業
員
の
総
資
本
に
対
す
る
比
率
が
よ
り
低
い
と
い
う

こ
と
は
、
高
性
能
資
本
設
備
の
採
用
に
よ
っ
て
労
働
の
節
約
化
を

達
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
表
9
及
ぴ
表
1
0
は
各
商
社
グ
ル
ー
プ
の
業
務
の
細
分
化
及
ぴ
労
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表10労働カの節約（〃ノKr）注）
　　　　　　　　（人’百万ウォン）

総合　犬型輸
商社　　出企業

中小輸
出企葉

O－05未満

O．05川O．1 1　　　　1

0．1山O．2 1
0．2山O．3 2　　　　3

0．3－O．4 1　　　　2

C．4一 1　　　12

表9　業務の細分化

20以下

20－40

総合　大型輸
商社　出企業

中小輸
出企業

1　　　26
5

40…60

60～80
80～100

100－120

120一

2　　　　3

　　　　1

26

12％

合　　計

鳩脇オ…
10

60％

（出処〕敦8と同r
注）工π：全従棄貝I　Kr：総賢本金。

2610

％o40％

　合　　計　　　6

40以上の分布　100％

（出処）　表8と同一〇

働
の
節
約
度
を
各
々
示
し
て
い
る
。
商
祉
グ
ル
ー
プ
間
の
分
業
化

の
程
度
を
評
価
す
る
た
め
の
一
つ
の
基
準
と
し
て
業
務
を
四
〇
個

以
上
に
分
け
る
企
業
の
数
を
比
較
す
る
。
総
合
商
社
は
一
〇
〇
バ

ー
セ
ン
ト
、
犬
規
模
輸
出
企
業
は
四
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
申

小
輸
出
企
業
は
零
バ
ー
セ
ン
ト
が
各
々
そ
う
な
っ
て
い
る
。
ま
た

労
働
節
約
度
に
つ
い
て
は
比
較
基
準
と
し
て
資
産
百
万
ウ
ォ
ン
当

り
雇
用
者
数
が
○
・
一
人
以
下
に
な
っ
て
い
る
企
業
の
数
を
比
較

す
る
。
総
合
商
社
グ
ル
ー
プ
は
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
犬
規
模
輸
出

企
業
は
六
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
中
小
輸
出
企
業
は
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
通
じ
て
総
合
商
社
グ
ル

ー
プ
が
他
商
社
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
よ
り
高
い
大
単
位
商
社
の
経

済
性
を
得
て
い
る
と
い
え
る
、
大
単
位
商
社
の
経
済
性
の
決
定
要

因
の
一
つ
と
恩
わ
れ
る
高
性
能
機
械
の
採
用
に
よ
る
作
業
工
程
の

短
縮
等
に
つ
い
て
は
資
料
の
不
備
で
省
略
す
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
2
　
大
規
模
取
引
の
経
済
性
、
情
報
蒐
集
の
経
済
性

　
　
及
ぴ
販
売
促
進
活
動
の
経
済
性

　
こ
の
三
つ
の
経
済
性
は
一
種
の
流
通
活
動
の
経
済
性
と
い
う
意

味
で
い
っ
し
上
に
取
扱
う
。

　
ま
ず
大
規
模
取
引
の
経
済
性
と
は
大
規
模
取
引
が
取
引
単
位
当

り
費
用
に
占
め
る
圃
定
費
部
門
の
負
担
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
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（97）韓国の貿易発展と総合商社活動

表11各商社グループの流通コスト，憎報費及ぴ広告費比率の比鮫1〕

①
〃0 1’0

②　1）十Xr＋〃7
■0

刀十x■十〃r
③　刀十xπ十〃r

総合犬規模輸中小輸 総合犬規模輸中小輸 総合犬規襖輸中小輸
商社出企業 出企業 商社出企業　出企業 商社出企業 出企業

1％未満 2 3 102） 5 6 6 6 7
ユ～2 1 2 4 3 2 4
2川3 2 2 1 1 2
3～4 4
4一 3 4

5 10 23 5　　　10 6　　　10 23
①は3％未満

②，③はユ％100％ 70％ 65％
未満企業

100％　60％ 100％　60％ 74％

1〕〃0：流通コスト・10：憎報：1スト，”σ1広舎費（特定商祉の）刀，Xr，．〃■は国内取引，輪出取引I鈴

　　入取引。

2）　中小企棄において流通比率及ぴ広告費比率のユ％未満の場合は犬体下翻企棄として直接活醐ではなく，附

　　帯宇費用を意味するo

（出処）　爽8と同一〇

っ
て
全
体
と
し
て
の
流
通
経
費
を
節
約
す
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
。

商
社
活
動
の
場
合
原
資
材
の
仕
入
れ
及
び
製
晶
輸
出
等
両
方
で
大

規
模
取
引
の
経
済
性
の
余
地
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

　
つ
ぎ
に
情
報
蒐
集
の
経
済
性
が
発
生
す
る
側
面
を
見
よ
う
。
ま

ず
同
質
、
同
量
の
製
晶
に
対
し
て
価
格
差
が
存
在
す
る
不
完
全
競

争
市
場
を
仮
定
す
る
。
こ
の
と
き
購
買
者
は
探
索
費
を
投
入
し
て

よ
り
安
価
な
製
品
を
求
め
る
が
、
こ
の
と
き
一
定
の
コ
ス
ト
の
投

入
に
対
し
て
得
ら
れ
る
期
待
収
益
は
取
引
規
模
に
比
例
し
て
増
加

す
る
。
こ
の
増
加
は
大
規
模
取
引
業
者
を
し
て
探
索
の
回
数
を
も

増
加
さ
せ
、
一
層
期
待
収
益
を
高
め
る
。
こ
れ
が
大
規
模
取
引
に

よ
っ
て
発
生
す
る
憎
報
蒐
集
の
経
済
性
で
あ
る
。
こ
の
経
済
性
は

当
該
市
場
が
広
い
ほ
ど
よ
り
は
っ
き
り
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
販
売
促
進
活
動
の
経
済
性
を
見
よ
う
。
貿
易
活
動
は
世
界
市
場

を
対
象
と
す
る
営
業
活
動
で
あ
る
か
ら
そ
の
販
売
促
進
活
動
の
た

め
に
は
莫
大
な
資
金
投
入
が
要
講
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
取
引
量

が
一
定
規
模
以
上
で
な
け
れ
ば
そ
の
活
動
は
非
経
済
的
に
な
る
。

い
い
か
え
れ
ぱ
大
規
模
取
引
の
場
合
そ
の
販
売
促
進
活
動
は
直
接

流
通
費
用
の
引
下
げ
へ
繋
が
ら
な
小
が
、
販
売
収
入
と
、
販
売
促

進
費
用
十
生
産
費
と
の
関
係
は
十
分
に
改
善
さ
せ
う
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
経
済
性
を
ど
う
証
明
す
る
か
。

1〃
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表12　商杜グループ別金融資金利用慶1）

伽侭冊2）　総合商社 大規襖　中小輸出
輸出企業企　　業

1倍未満

1－2

2～3

3川4

4～5

1

5川6

6一

2　　　　　1

4　　　　　2

4

2

計 8　　　　25

自己賞本1単
位当り5倍以
上を借入する
企業の分布

86タ6　　　　　38％　　　　　　24タ6

1〕金融費金の利用分の中には政策金融分も含まれてい

　る。
2）週r．X刊は他人資本及ぴ自己資本を示す。
（出処）　表8と同一。

　
仮
設
山
各
商
社
の
年
間
流
通
経
費
対
総
取
引
額
が
低
い
ほ
ど
大

規
模
取
引
の
経
済
性
が
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
仮
設
皿
各
商
社
の
年
間
情
報
蒐
集
費
対
総
取
引
額
の
比
率
が
低

く
な
る
ほ
ど
情
報
の
経
済
性
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
仮
設
叫
各
商
社
の
広
告
費
対
総
取
引
額
の
比
率
が
低
く
な
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

ど
販
売
促
進
活
動
の
経
済
性
が
大
き
く
な
る
。

　
表
u
の
最
下
欄
は
流
通
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
各
商
社
グ
ル
ー
プ

別
三
バ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
企
業
の
分
布
を
、
憎
報
コ
ス
ト
及
び
広

告
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
一
バ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
分
布
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
分
布
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
総
合
商
社
は
他
商
社
に

比
べ
て
は
る
か
に
高
い
大
規
模
取
引
の
経
済
性
、
情
報
活
動
及
ぴ

広
告
活
動
の
経
済
性
を
得
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
3
　
金
融
活
動
の
経
済
性

　
海
外
流
通
を
な
め
ら
か
に
行
う
た
め
に
は
莫
大
な
運
転
資
金
が

必
要
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
不
可
避
的
に
内
外
の
金
融
機
関
の
借
入

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
資
金
借
入
の
時
大
規
模

商
社
は
二
つ
の
側
面
で
そ
の
有
利
性
を
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
は
大
規
棲
商
社
は
中
小
商
社
に
比
べ
て
取
引
量
と
比
例

し
て
借
入
規
模
も
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
大
規
模
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

入
は
借
入
費
用
に
占
め
る
固
定
費
用
負
担
を
軽
減
し
、
借
入
資
金

単
位
当
り
の
附
帯
費
用
を
引
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
二
は
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達
そ
れ
自
体
が
極
め
て
難

し
い
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
と
き
の
決
め
手
は
そ
の
商
社
の
信
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

度
に
依
存
す
る
。
そ
の
信
用
度
は
商
社
の
規
模
に
比
例
す
る
。
そ

の
意
味
で
総
合
商
社
の
よ
う
な
大
規
模
商
社
の
方
が
中
小
商
社
に

比
ぺ
て
そ
の
外
形
的
規
模
比
例
以
上
に
資
金
借
入
を
有
利
に
す
る
。

　
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
実
証
さ
れ
る
。

　
　
　
g

　
仮
設
皿
各
商
社
の
負
償
対
自
己
資
本
の
比
率
が
高
け
れ
ぱ
、
金

融
活
動
の
経
済
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
表
1
2
は
自
己
資
本
単
位

鯉2
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当
り
外
部
資
金
利
用
度
を
示
す
。
同
表
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
総
合

商
社
は
他
商
社
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
よ
り
高
い
金
融
活
動
の
経
済

性
を
得
て
い
る
と
い
え
る
。

　
目
総
合
化
の
経
済
性

　
総
合
化
の
経
済
性
は
多
角
化
の
経
済
性
と
系
列
化
の
経
済
性
の

両
面
を
持
つ
。
前
者
は
財
閥
内
の
総
合
商
社
と
水
平
的
関
係
の
あ

る
諸
企
業
の
多
様
な
商
品
を
一
緒
に
取
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
後
者
は
総
合
商
社
に
と
っ
て
垂
直
的
な
い
し
保
護
的
関
係
の
あ

る
企
業
（
主
に
中
小
企
業
）
の
商
品
を
取
扱
う
過
程
で
各
々
発
生

　
　
　
　
　
　
＾
刎
〕

す
る
経
済
性
を
指
す
。

　
1
　
多
角
化
の
経
済
性

　
企
業
の
経
営
費
源
は
成
長
過
程
に
お
い
て
完
全
に
消
費
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
必
ず
あ
る
程
度
の
未
利
用
分
が
生
ず
る
。

こ
の
未
利
用
遊
休
部
分
を
利
用
し
て
新
た
な
利
潤
獲
得
機
会
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筆

め
る
と
い
う
の
が
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
遊
休
資
源
説
で
い
っ
て
い
る
多

角
化
的
経
営
形
態
を
発
生
さ
せ
る
経
済
的
誘
因
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
対
外
流
通
活
動
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
多
角
化
的
性
椿
、
い
い

か
え
れ
ぱ
総
合
商
社
形
態
の
貿
易
活
動
は
専
門
商
社
形
態
の
貿
易

活
動
に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
経
済
性
を
持
つ
の
か
。

　
ω
ま
ず
は
自
国
の
比
較
優
位
構
造
の
変
化
に
伴
う
取
扱
商
品
の

競
争
カ
構
造
の
変
化
及
び
既
存
輸
出
市
場
の
景
気
変
動
等
諸
般
与

件
の
変
化
に
よ
っ
て
特
定
製
品
の
需
要
基
盤
が
崩
れ
る
と
き
、
総

合
商
社
の
多
角
化
的
側
面
は
危
険
分
散
的
機
能
を
持
つ
。

　
㈹
海
外
顧
客
の
補
完
的
な
二
ー
ズ
（
た
と
え
ぱ
針
と
糸
）
を
同

時
に
充
足
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
製
品
が
持
っ
て
い

る
内
在
的
競
争
力
と
関
係
な
し
に
た
だ
の
便
利
性
を
与
え
る
と
い

う
こ
と
で
他
の
競
争
者
に
比
べ
て
有
利
な
位
置
に
置
か
れ
る
。

　
㈹
広
告
等
商
社
の
販
売
促
進
活
動
は
そ
の
製
品
の
み
で
な
く
、

販
売
企
業
の
名
前
あ
る
い
は
商
標
と
合
わ
せ
て
購
買
者
に
伝
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
致
性
は
海
外
市
場
で
既
に
そ
の
名
前
な
い

し
商
標
が
知
ら
れ
て
い
る
既
存
企
業
の
方
が
新
製
品
の
輸
出
化
に

は
る
か
に
有
利
な
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　
㈹
総
合
商
社
的
情
報
活
動
は
憎
報
蒐
集
費
一
単
位
の
投
入
に
よ

っ
て
同
時
に
多
数
品
目
に
対
す
る
情
報
蒐
集
の
可
能
性
と
繋
が
る

か
ら
情
報
の
経
済
性
の
面
で
専
門
商
社
よ
り
、
よ
り
高
い
経
済
性

を
得
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
面
が
多
角
化
的
商
杜
活
動
の
経
済
性
に
な
る
が
、

し
か
し
特
定
製
品
の
流
通
活
動
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
専
門
商
社
の

方
が
よ
り
優
れ
た
サ
ー
ピ
ス
体
制
を
作
り
上
げ
る
利
点
を
持
つ
。

総
合
商
社
は
専
門
商
社
と
同
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
確
保
し
な
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表13　商社グループ別取扱商品

の多様化推移

取扱商品
の数注〕

　　　　大規模総合商社　輸出企業
中小輸出
企　　業

10品目以下
21

10”50

50一

　合　　計
10品目以上取
扱企業の分布

　4

100％

4

50％

23

9％

注）調査表で各個別商社が，具体的に取扱する繭晶の個

　　数を調ぺている由…，商品分類に』；って肚品目数が変

　　る可能性も存在する。

（出処）表8と同一。

が
ら
上
述
の
多
角
化
の
経
済
性
を
得
ら
れ
る
た
め
に
巨
大
化
せ
ざ

る
を
え
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

　
そ
れ
を
ど
う
実
証
す
る
か
。

　
仮
設
皿
比
較
優
位
構
造
の
変
化
に
従
っ
て
比
較
劣
位
産
業
か
ら

比
較
優
位
産
業
へ
人
的
資
源
を
早
く
転
換
さ
せ
る
ほ
ど
多
角
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
〕

経
済
性
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

　
仮
設
皿
自
国
の
貿
易
結
合
度
の
変
化
に
従
っ
て
貿
易
結
合
度
の

低
い
国
か
ら
高
い
国
へ
人
的
資
源
を
早
く
転
換
さ
せ
る
ほ
ど
多
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

化
の
艦
済
性
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

．
仮
設
皿
時
間
の
経
過
と
と
も
に
取
扱
商
品
の
多
様
化
を
見
せ
る

ほ
ど
多
角
化
の
経
済
性
は
大
き
く
な
る
。

　
仮
設
皿
及
ぴ
凪
は
資
料
の
制
約
上
省
略
す
る
。
取
扱
商
品
の
多

様
化
に
つ
い
て
は
表
∬
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
総
合
商
社
が
他
商
社

に
比
べ
て
商
品
の
多
様
化
を
見
せ
て
い
る
。

　
2
　
系
列
化
の
経
済
性

　
輸
出
中
小
企
業
は
総
合
商
社
と
の
系
列
関
係
を
結
ぷ
こ
と
に
よ

っ
て
輸
入
原
資
材
の
安
全
確
保
、
よ
り
優
れ
た
販
売
技
法
及
ぴ
流

通
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
で
き
る
メ
リ
ヅ
ト
を
持
つ
。
一
方
総
合
商

社
に
と
っ
て
も
中
小
企
業
を
白
分
の
系
列
体
制
の
中
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
海
外
需
要
者
と
の
安
定
的
な
、
か
つ
持
続
的
な

敢
引
関
係
を
確
保
で
き
る
と
い
う
利
点
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
関

係
は
国
民
経
済
的
観
点
で
見
る
と
、
各
々
の
比
鮫
優
位
に
特
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
業
の
利
点
を
生
み
出
す
効
果
を
持
つ
。

　
こ
の
経
済
性
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
実
証
さ
れ
る
。

　
仮
設
皿
各
商
社
の
系
列
化
資
金
の
増
加
は
商
社
と
系
列
企
業
と

の
系
列
化
の
経
済
性
を
拡
大
さ
せ
、
輸
出
増
大
を
も
た
ら
す
。

　
評
価
の
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
各
商
社
の
系
列
化
資
金
対

借
入
金
の
比
率
を
算
出
し
て
見
る
と
、
大
型
輸
出
企
業
は
系
列
化

賛
金
を
一
商
社
し
か
取
扱
つ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
総
合
商
社
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グ
ル
ー
プ
は
全
商
社
が
同
資
金
を
取
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
総
合
．

商
社
の
み
系
列
化
の
経
済
性
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

と
い
え
る
。

　
㈲
政
策
的
優
位
性

　
以
上
に
わ
た
っ
て
藷
商
社
形
態
の
申
で
韓
国
の
対
外
流
通
活
動

の
集
印
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
し
て
総
合
商
社
形
態
の
相
対
的
優

位
性
を
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
が
韓
国
に
お
け
る
対
外
流
通
活
動
の

集
中
化
は
そ
の
形
態
的
優
位
性
に
よ
る
も
の
ぱ
か
り
で
な
く
、
政

策
的
造
成
に
よ
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
政
策
金
融
上
の
優
位
及

表14各商社別グループ別生産控分布1）

　　　（流通従事者1人当り取引額）

1）十Xπ十〃r

z〃
　　　　　犬規模総合商世　輪出企業 申小輸出

企　業2〕

1(~:- 2t~: 

2fi~- 3L~: 

3f,~- 4t~ 

4f~:- 5t~ 

5f~:- 6f:~ 

6f~:- 7~~ 

'7~~:- 8f~:r~t 

8t~- 9f~ 
9(~ - 10f~~~~: 

10{~ -

A ~f ' 5 f~:~ ~ ' J~~ Ji 

a)~>;~i 

2
 

l
 

2
 

7
 

71% 

2
 

2
 
1
 

7
 

60~ 

2
 
8
 
2
 

2
 

l
 

3
 

l
 

O
 

4
 

l
 

24 

38~ 

1) D, XT, MT, LMtt~~f~~~d;~)~l~l~i~~l, ~~~l~, ~~rA, 

2) T~~~!~~~~~~,J+(~;~~:~q)~i~~~~~~l,D~~~~F~~~j~~icl~ 

~*~~:1: u ~ 5 t* ~~j:~~~~r~~e~~i~t*~~~~~:~!~~ ~ , 

ut; t~. (~t~~~~hi~~1~r;~~: < ~;htLlcL･ ~ . 
(~~~~) ~~8~:~l-. 

び
政
策
的
参
入
障
壁
の
造
成
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
ず
政
策
金
融
上
の
優
位
性
と
は
総
合
商
社
は
国
際
入
札
等
諸

対
外
活
動
に
お
い
て
他
商
社
よ
り
優
先
的
、
か
つ
有
利
な
金
融
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

の
優
遇
措
置
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
総

合
商
社
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
金
融
費
用
負
担

を
緩
和
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　
っ
ぎ
に
ま
だ
韓
国
メ
i
ヵ
ー
に
対
す
る
与
信
カ
が
低
い
と
い
う

　
　
　
ー
＾
η
〕

与
件
の
下
で
、
政
府
的
保
証
の
性
格
を
帯
ぴ
た
総
合
商
社
の
指
定

は
他
商
社
に
と
っ
て
参
入
障
壁
に
な
り
、
結
果
的
に
韓
国
の
対
外

　
　
　
　
　
貿
易
活
動
を
総
合
商
社
へ
集
中
さ
れ
る
よ
う
に
働

ま
　
，

く
だ
ろ
う
。

　
仮
設
肌
総
合
商
社
の
総
借
入
金
の
中
で
致
策
金

融
の
比
率
が
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
は
同
商
社
が

政
策
金
融
の
優
位
を
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
b

　
仮
設
w
総
合
商
社
の
広
告
費
が
よ
り
高
い
と
い

う
こ
と
は
政
府
指
定
商
社
の
存
在
を
世
界
市
場
に

認
識
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
有
利
な
参
入

障
壁
を
造
成
す
る
。
　
　
．

　
総
借
入
金
に
占
め
る
政
策
資
金
の
比
率
は
資
料
一

の
不
備
で
比
較
で
き
な
い
が
、
総
合
商
社
の
方
が
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表15各商社グループ別生産性分布

D＋xr＋〃T
工r

　　　　大規模総合商社
　　　　輸出企業

中小輪出
企　　業

265千万ウォン以下

5千万～7千万

7”一9”
9”～11”
11”～13”
13”～15”

15”～17”

17”～

7

1

1
1
1

3　　　　1

2610

吻30％ユOO％

　　　計
5千万ウォン以上
の企業分布

（出処〕 表8と同r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

同
比
率
が
よ
り
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
総
含
商
社
の
方
が
他
商
社
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
広
告
費
の
絶

対
規
模
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
入
障
壁
に
よ
る
総
合

商
社
の
有
利
性
が
確
認
さ
れ
る
。

　
㈲
各
商
社
別
生
産
性
に
対
す
る
評
価

　
以
上
の
よ
う
な
各
要
因
別
商
社
の
経
済
性
比
較
が
生
産
性
に
ど

う
現
わ
れ
て
い
る
か
を
見
よ
う
。

　
こ
の
と
き
商
社
の
生
産
性
を
ど
う
は
か
る
か
が
問
題
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
流
通
部
門
従
事
者
一
人
当
り
取
引
額
に
よ
っ
て
、
ま
た

は
従
業
員
一
人
当
り
の
取
引
額
に
よ
っ
て
各
々
比
較
・
評
価
す
る
。

　
ま
ず
各
商
社
グ
ル
ー
プ
別
の
流
通
都
門
従
事
者
一
人
当
り
の
取

引
額
を
比
較
し
て
見
よ
う
。
そ
の
評
価
の
一
つ
と
し
て
流
通
従
事

者
一
人
当
り
の
取
引
額
が
五
億
ウ
ォ
ン
以
上
企
業
の
分
布
に
つ
い

て
は
表
1
4
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
総
合
商
社
グ
ル
ー
プ
が
七
一
バ
ー

セ
ン
ト
、
大
規
模
輸
出
企
業
が
六
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
中
小

輸
出
企
業
が
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
ウ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
は
各
商
社
グ
ル
ー
プ
別
の
従
事
者
一
人
当
り
の
取
引
額

　
　
　
　
　
　
　
＾
四
〕

を
比
較
し
て
見
よ
う
。
そ
の
評
価
の
一
つ
と
し
て
従
事
者
一
人
当

り
の
取
引
額
が
五
千
万
ウ
ォ
ン
以
上
の
場
合
の
商
社
の
数
が
総
合

商
社
に
お
い
て
は
全
商
社
が
、
大
規
模
輸
出
企
業
は
一
〇
社
の
中

で
三
個
商
社
が
こ
こ
に
含
ま
れ
、
中
小
輸
出
企
業
は
一
社
も
含
ま

れ
て
い
な
い
。
（
表
∬
参
照
）

　
こ
れ
ら
の
比
較
を
通
じ
て
韓
国
に
お
け
る
商
社
グ
ル
ー
プ
別
相

対
生
産
性
に
つ
い
て
は
上
述
の
各
商
社
グ
ル
ー
プ
別
経
済
性
評
価

と
関
連
し
て
総
合
商
社
グ
ル
ー
プ
が
最
も
高
く
、
つ
ぎ
は
大
規
模

輸
出
企
業
で
あ
り
、
中
小
輸
出
企
業
が
最
低
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
る
。

　
以
上
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
韓
国
に
お
け
る
対
外
流
通
活
動

6泌
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の
総
合
商
社
へ
の
集
中
化
は
総
合
商
社
の
相
対
生
産
性
の
高
さ
に

帰
因
す
る
。
こ
の
相
対
生
産
性
の
高
さ
は
仮
設
で
提
起
し
て
い
る

通
り
総
合
商
社
が
他
商
社
に
比
べ
て
貿
易
専
門
企
業
と
し
て
の
経

済
性
、
大
規
模
商
社
の
経
済
性
及
ぴ
総
合
化
の
経
済
性
の
実
現
を

通
じ
て
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

五

結

ぴ

　
韓
国
の
総
合
商
社
は
そ
の
発
足
以
来
韓
国
貿
易
業
界
の
構
造
的

問
魑
点
を
克
服
し
、
新
市
場
の
開
拓
者
と
し
て
、
新
商
品
の
輸
出

化
を
通
じ
て
、
ま
た
は
中
小
企
業
製
品
の
輸
出
代
行
機
能
を
強
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
韓
国
の
貿
易
活
動
の
中
心
的
位
置
を
深
化

さ
せ
て
き
た
。
総
合
商
社
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
よ
り
有
利
に
展

開
で
き
る
の
は
諸
商
社
形
態
の
中
で
総
合
商
社
形
態
が
持
つ
、
よ

り
優
れ
た
属
性
、
す
な
わ
ち
特
化
の
利
益
を
生
か
す
貿
易
専
門
企

業
と
し
て
の
、
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
大
規
模
商
社

と
し
て
の
、
ま
た
遊
休
資
源
の
利
用
及
ぴ
危
険
分
散
を
可
能
に
す

る
総
合
化
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、
そ
れ
に
加
え
て
政
策
面
の
優

遇
措
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
韓
国
総
合
商

社
の
韓
国
の
中
で
の
相
対
的
優
位
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
社
活

動
の
経
済
性
を
よ
り
高
め
る
と
い
う
観
点
で
総
合
商
社
の
モ
デ
ル

的
存
在
で
あ
る
日
本
総
合
商
社
の
存
立
バ
タ
ー
ン
と
比
較
し
て
見

る
と
ま
だ
は
る
か
に
落
ち
て
い
る
。
そ
こ
で
日
本
総
合
商
社
の
在

り
方
を
比
較
対
象
と
し
な
が
ら
韓
国
総
合
商
社
の
改
善
方
向
を
提

示
し
て
見
れ
ぱ
、

　
ω
製
造
部
門
を
完
全
に
分
離
さ
せ
、
完
壁
な
貿
易
専
門
商
社
へ

再
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
合
商
社
形
態
の
経
済
性
の
一
つ
で

あ
る
貿
易
専
門
商
社
の
利
益
を
高
め
る
。
同
じ
に
そ
れ
を
通
じ
て

ど
ん
な
輸
出
指
向
メ
ー
力
ー
に
対
し
て
も
無
差
別
性
を
感
じ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
ー
カ
ー
の
総
合
商
社
利
用
度
を
高
め

れ
ぱ
、
流
通
活
動
に
お
け
る
規
模
の
経
済
の
効
果
も
よ
り
高
く
な

る
だ
ろ
う
。

　
㈹
韓
国
の
総
合
商
社
制
度
は
韓
国
の
貿
易
規
模
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
日
本
に
比
べ
て
小
規
模
多
数
企
業
の
特
徴
を
持
つ
。
こ
の

点
は
韓
国
の
対
外
流
通
活
動
を
そ
の
分
制
限
さ
せ
る
結
果
に
な
る
。

と
い
う
こ
と
は
も
し
今
の
韓
国
総
合
商
社
の
総
質
産
規
模
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
そ
の
数
を
半
分
に
減
ら
す
と
、
個
別
総
合
商
社
は
今

の
二
倍
の
地
域
へ
海
外
支
店
網
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
っ
て
新
市
場
の
開
拓
能
カ
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈹
総
合
商
社
を
し
て
国
内
取
引
の
幅
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
海
外
市
場
の
景
気
変
動
に
対
し
て
伸
縮
性
を
持
つ
よ
う
に
す

24？
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る
ぱ
か
り
で
な
く
・
不
良
品
の
輸
出
化
の
可
能
性
に
対
す
る
事
前

的
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
輸
入
及
び
国
内

取
引
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
規
模
取
引
の
経
済
性
及
び

憎
報
の
経
済
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

＊
　
本
稿
は
一
九
八
二
年
一
月
に
提
出
し
た
博
士
課
程
単
位
修
樽
論
文

　
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
作
成
は
山
沢
教
授
の
御

　
指
導
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
ま
た
溝
口
教
授
か
ら
非
常
に
有
益
な
コ

　
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
1
）
　
こ
の
章
は
韓
国
貿
易
協
会
発
行
の
「
貿
易
」
の
一
九
七
五
～
一

　
九
八
○
年
の
各
号
の
中
で
主
要
論
文
、
回
想
記
等
を
も
と
に
作
成
し

　
て
い
る
。

（
2
）
雪
呂
募
凹
宍
o
蟹
昌
葭
淳
－
電
色
5
昌
竃
姜
ぎ
、
Ω
o
罵
邑

　
↓
轟
g
自
胴
o
o
昌
、
彗
－
畠
典
目
o
艘
o
■
曽
o
彗
甘
o
自
o
h
弓
o
篶
厨
自

　
↓
『
葭
ら
9
：
　
（
O
O
目
－
耐
『
⑰
冒
o
耐
o
目
』
串
勺
簑
目
．
m
H
｛
尉
一
〇
ユ
o
曽
－
］
〕
Φ
く
o
－
o
－
旨
自
o
自
芹

　
同
X
勺
o
ユ
o
＝
o
o
串
目
O
　
ド
ブ
o
　
O
o
自
庁
血
目
一
勺
o
『
｝
　
U
①
く
o
－
o
勺
－
自
o
q
　
O
O
E
＝
け
ユ
Φ
蜆

　
に
捉
出
し
た
論
文
）
の
勺
．
－
－
か
ら
引
用
。

（
3
）
　
例
え
ぱ
、
総
合
商
社
の
海
外
支
店
に
つ
い
て
は
外
貨
保
有
隈
度

　
を
他
商
社
よ
り
高
く
し
て
い
る
。

（
4
）
　
こ
の
中
で
韓
一
合
繊
は
一
九
八
○
年
に
総
合
商
社
の
看
板
を
降

　
し
た
か
ら
、
現
在
総
合
商
社
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
も
の
は
一
一
社

　
し
か
な
い
。

（
5
）
　
韓
国
で
一
九
八
一
年
八
月
か
ら
は
外
国
人
商
社
も
直
接
的
な
貿

　
易
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
。

（
6
）
　
一
九
七
五
年
、
一
九
八
○
年
の
輸
出
実
綬
築
計
の
中
で
一
〇
企

　
業
に
つ
い
て
は
同
一
企
業
で
あ
る
が
、
残
り
一
企
業
は
一
九
七
五
年

　
の
場
合
は
韓
一
合
繊
の
輸
出
実
繊
が
、
ま
た
一
九
八
O
年
に
は
そ
の

　
代
り
に
現
代
の
輸
出
実
綴
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
こ
の
節
は
山
沢
逸
平
「
商
社
活
動
と
貿
易
拡
犬
」
（
一
橋
大
学

　
研
究
年
報
『
経
済
学
研
究
』
昭
和
五
四
年
）
か
ら
そ
の
基
本
的
な
ア

　
ィ
デ
ァ
を
得
て
い
る
。

（
8
）
　
当
該
国
の
需
要
条
件
に
合
う
よ
う
な
輸
出
活
動
及
ぴ
、
安
個
あ

　
る
い
は
適
期
の
輸
入
を
可
能
に
す
る
。

（
9
）
　
例
え
ば
機
械
工
業
育
成
法
を
制
定
し
て
特
定
機
械
の
生
産
企
業

　
に
低
利
融
資
を
実
施
す
る
等
。

（
1
0
）
　
黄
明
水
「
中
小
企
業
の
輸
出
産
業
の
た
め
の
総
合
商
社
の
分
業

　
方
案
」
（
櫨
犬
『
経
済
論
集
』
）
を
参
照
。

（
1
1
）
　
親
企
業
に
よ
っ
て
系
列
中
小
企
業
を
桑
っ
取
り
す
る
ケ
ー
ス
も

　
あ
つ
た
。

（
1
2
）
　
各
金
額
は
累
計
金
額
で
は
な
く
、
各
年
度
の
金
総
合
商
社
の
系

　
列
化
資
金
の
合
計
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
総
合
商
社
と
は
政
庵
指
定
総
合
商
社
を
指
し
、
中
小
商
社
と
は

　
中
小
企
業
法
に
よ
っ
て
従
業
員
二
〇
〇
人
以
下
の
卒
小
輸
出
企
業
を
、

　
犬
規
模
専
門
商
社
と
は
韓
国
の
金
輸
出
企
業
の
中
で
上
記
両
分
類
に

　
含
ま
れ
な
い
輸
出
企
業
を
指
す
。

（
1
4
）
　
営
業
活
動
期
間
が
短
い
も
の
は
経
営
指
標
が
不
規
則
的
に
現
わ

　
れ
る
可
都
性
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

（
姑
）
　
大
卒
者
の
金
体
に
占
め
る
比
率
が
流
通
部
門
で
も
同
じ
比
率
で
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現
わ
れ
る
と
仮
定
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
こ
の
部
分
は
向
．
＞
．
ρ
宛
o
9
冨
o
P
H
ざ
臼
、
§
§
ミ
♀

　
O
o
ミ
ミ
ミ
ざ
冊
㌧
さ
軋
ミ
急
ミ
（
O
串
冒
げ
『
巳
o
向
①
C
目
－
く
o
易
岸
｝
勺
『
o
留
i
H
o
㎞
o
o
－

　
及
ぴ
－
ω
．
旬
巴
p
H
ミ
～
ミ
包
ミ
ミ
o
夷
昌
s
寺
ミ
ざ
s
（
－
o
け
ξ
ミ
§
舳
｝

　
津
ω
o
冨
竃
s
）
を
大
い
に
参
照
す
る
。

（
1
7
）
　
憎
報
の
経
済
佳
は
ω
F
畦
ε
一
Ω
．
』
二
H
ぎ
O
泰
§
｛
き
ぎ
s
ミ

　
ー
s
軋
§
、
ミ
（
－
『
三
p
－
ぎ
o
o
）
か
ら
そ
の
ア
イ
デ
ァ
を
得
て
い
る
o

（
1
8
）
　
こ
こ
で
流
通
費
と
は
輸
出
商
社
の
運
送
費
及
ぴ
そ
の
関
連
費
用
、

　
憎
報
費
と
は
海
外
市
場
動
向
調
査
費
及
ぴ
資
料
蒐
築
費
、
そ
し
て
広

　
告
費
と
は
当
該
輸
出
市
場
で
の
諸
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
た
広
告
活
動
に

　
所
要
さ
れ
る
費
用
を
各
々
指
す
。

（
”
）
　
輸
出
貨
物
の
搬
出
と
そ
の
代
金
の
回
収
の
閲
に
は
時
間
的
差
が

　
存
在
し
、
そ
の
間
に
も
生
産
活
醐
を
継
続
す
る
た
め
に
は
そ
の
所
要

　
経
費
を
銀
行
借
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
2
0
）
　
例
え
ぱ
、
借
入
規
襖
と
関
係
な
し
に
借
入
に
必
要
な
諸
手
続
き

　
費
用
が
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。

（
2
1
）
　
一
般
に
大
規
模
商
社
ほ
ど
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
犬

　
体
当
該
商
社
の
対
外
的
公
信
カ
を
高
め
る
よ
う
に
作
用
す
る
場
合
が

　
多
い
。

（
2
2
）
　
こ
の
節
は
山
沢
先
生
の
コ
メ
ン
ト
に
大
い
に
依
存
す
る
。

（
2
3
）
　
こ
の
部
分
は
戸
H
。
勺
o
胃
o
蜆
9
『
ぎ
『
ぎ
o
ミ
県
§
雨
O
§
§
§

　
♀
き
軸
、
ミ
§
（
団
竃
二
里
胃
岸
妻
匝
＝
一
岩
s
）
を
参
照
す
る
。

（
2
4
）
　
実
証
方
法
は
各
商
社
の

［書唱1

］崇一
　
を
算
出
し
、

！
｛

　
8π

Σ
H
［

こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
そ
の
商
社
は
此
較
優
位
構
造
の
変
化
に
よ
り
含
理
的
人

的
配
置
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
｝
一
韓
国
の
工
期
の
｛
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

へ
の
輸
出
特
化
指
数
、
μ
、
舌
期
の
丑
商
品
担
当
者
数
、
叫
、
‘
期

の
金
従
事
者
、

（
乃
）
　
実
証
方
法
は
名
商
社
の

[ Ljt J n 
~1 t t kj LT 

n L t-l [ Ikj T t_1] t_1 j ~
 JJT 

を
算
出
し
、
こ
の
数
値

　
が
萬
い
ほ
ど
そ
の
商
社
は
貿
易
結
合
度
の
変
化
に
よ
り
合
理
的
人
的

　
配
置
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
幻
は
韓
国
の
‘
期
の
、
J
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
の
貿
易
緒
合
度
、
勾
一
f
期
の
特
定
企
業
の
、
．
1
国
へ
の
派
遣
人
員
。

（
2
6
）
　
一
般
貸
串
金
利
が
年
二
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
輸
出
金
融

　
は
年
＝
一
％
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
歴
史
が
浅
い
か
ら
そ
の
名
前
が
世
界
市
場
に
ま
だ
十
分
に
知
ら

　
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
政
策
金
融
は
総
合
商
社
育
成
の
た
め
の
諸
優
遇
措
置
に
よ
っ
て

　
よ
り
有
利
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
9
）
　
各
商
社
は
大
体
製
造
活
動
を
兼
ね
て
い
る
か
ら
取
引
額
を
金
従

2差9
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業
員
で
割
る
こ
と
は
厳
密
な
意
味
で
商
社
の
生
産
性
と
は
い
い
に
く

い
が
、
こ
の
数
値
に
よ
っ
て
商
社
間
の
桐
対
的
評
個
は
可
能
で
あ
ろ

、
つ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
大
学
院
博
士
課
程
）
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